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平
成
17
年
12
月
19
日
、
上
島
町
弓
削

総
合
支
所
に
お
い
て
、
第
１
回
上
島
町
行

政
改
革
推
進
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
新
町
「
上
島
町
」
が

策
定
す
る
行
政
改
革
大
綱
・
集
中
改
革
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
、
意
見
・
提
言
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
ま
し
た
。

第
１
回
目
の
委
員
会
で
は
、
上
村
町
長

か
ら
各
委
員
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
事

務
局
か
ら
行
政
改
革
推
進
に
つ
い
て
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
正
・
副

委
員
長
の
選
出
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

行
政
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
18

年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
４
年
間
に
、

集
中
的
に
改
革
を
行
っ
て
い
く
プ
ラ
ン
「
上

島
町
行
政
改
革
大
綱
」
を
作
成
し
、
平
成
18

年
３
月
末
に
公
表
す
る
予
定
で
す
。

■
上
島
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員

委

員

長
　
益
田
順
守
（
公
募
）

副
委
員
長
　
福
井
一
明
（
岩
城
）

○
弓
削
　
　
亀
山
和
麿
　
上
脇
暢
子

○
生
名
　
　
高
木
和
昭
　
池
本
安
子

○
岩
城
　
　
福
井
一
明
　
中
濱
信
之

○
魚
島
　
　
大
林
貞
光
　
関
戸
勝
由

○
公
募
　
　
濱
田
高
嘉
　
益
田
順
守

■
集
中
改
革
プ
ラ
ン

①
事
務
・
事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃
止
・

統
合

②
民
間
委
託
等
の
推
進
（
指
定
管
理
者
制

度
の
活
用
を
含
む
）

③
定
員
管
理
の
適
正
化

④
手
当
の
総
点
検
を
は
じ
め
と
す
る
給
与

の
適
正
化
（
給
与
表
の
運
用
、
退
職
手

当
、
特
殊
勤
務
手
当
等
諸
手
当
の
見
直

し
等
）

⑤
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し

⑥
経
費
節
減
等
の
財
政
効
果

12月19日、生名小学校において、伯方地区防犯協会が管内13の小学校
に対して、子供たちの防犯意識を高めてもらおうと実施した「安全下敷
きの贈呈式」が行われ、同校が代表校となり贈呈を受けました。
贈呈式では、防犯標語が書かれた下敷きが児童代表に手渡され、その

後、全校児童が防犯標語の「５つのやくそく」を唱和し、児童一人ひと
りが防犯の意識を再確認しました。
また、12月21日には、第１回「上島町児童生徒をまもり育てる協議会」

が弓削中央公民館で開催されました。この協議会は、いじめや不登校、
非行や不審者対策等、児童生徒の健全育成や安全確保に関する問題に地
域ぐるみで取組むために設置されたもので、学校、ＰＴＡ、民生児童委
員、警察関係者などで構成されています。当日は、各学校での現状や取
組みの報告があり、今後の対策等について活発な意見が交わされました。
学校では、協議会で出された意見や情報を参考に、今後も子供たちを取
巻く様々な問題解決のために、その対策を充実させることとしています。

～地域の方へのお願い～
昨年末、小学校の児童が殺害されるという痛ましい事件が連続して発

生しました。子供たちは、防犯ブザーの携帯や複数での登下校などを心
がけていますが、こうした犯罪から子供たちを守るためには、学校や保
護者だけでなく、地域の方々のご協力が不可欠です。通学路沿いの家の
方は通学する子供たちに注意を払うとか、ウォーキングをされる方は通
学時間に通学路をコースに入れるなど、地域の方の目がなるべく子供た
ちに多く届くよう、地域の皆様のご協力をお願いします。

５
つ
の
や
く
そ
く

①
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
行
き
ま
せ
ん

②
だ
れ
か
に
つ
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら

「
た
す
け
て
」
と
大
声
で
助
け
を
よ
び
ま
す

③
一
人
で
は
遊
び
ま
せ
ん

④
友
だ
ち
が
知
ら
な
い
人
に
つ
れ
て
行
か
れ
そ

う
に
な
っ
た
ら
　
大
声
で
助
け
を
よ
び
ま
す

⑤
遊
び
に
行
く
時
は
　
ど
こ
で
だ
れ
と
遊
ぶ
か

家
の
人
に
言
っ
て
か
ら
で
か
け
ま
す



2006年２月　　8

◎
申
告
及
び
納
税
期
間

申
告
及
び
納
税
の
期
限
は
、
所
得
税
・

贈
与
税
２
月
16
日（
木
）
〜
３
月
15
日（
水
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
は
、
難
し
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
税
務
署
に
は
わ
か
り
や
す
い

「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
な
ど
を
備
え
付

け
て
い
ま
す
。
手
引
き
を
参
考
に
す
れ
ば

簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
の
で
、
自
分
で
作

成
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分
で
作
成
し
郵

送
す
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
税
務
署
な
ど
へ
出

向
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
税
務
署
な
ど
で
相
談
す
る
場
合

で
も
、
分
か
る
と
こ
ろ
を
書
い
て
お
け
ば
、

作
成
す
る
時
間
も
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

是
非
、
自
分
で
作
成
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

◎
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
所
得
税
の
確

定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
所
得
税
の

確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
カ

ラ
ー
プ
リ
ン
タ
で
所
定
の
手
順
に
従
っ
て

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に
印
刷
す
れ
ば
、

確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
、
そ
の
申
告
書

を
そ
の
ま
ま
税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
確

定
申
告
を
行
お
う
と
す
る
方
の
た
め
に
、

申
告
・
納
付
の
手
続
き
に
つ
い
て
便
利
な

確
定
申
告
の
受
付
が

始
ま
り
ま
す

申
告
書
は
、

自
分
で
書
い
て
、
お
早
め
に

情
報
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.nta.g

o
.jp

◎
自
営
業
の
方
は
青
色
申
告
を

自
営
業
の
方
に
は
税
額
の
計
算
上
い
ろ

い
ろ
な
特
典
が
あ
り
、
事
業
合
理
化
の
参

考
と
な
る
青
色
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
不
動
産
・
株
式
を
売
却
さ
れ
た
方
も
申

告
書
は
自
分
で
書
い
て
郵
送
で

税
務
署
で
は
、
皆
さ
ん
が
ご
自
身
で
申

告
書
の
作
成
が
で
き
る
よ
う
、
記
載
例
な

ど
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
利
用

し
て
で
き
る
だ
け
自
分
で
計
算
し
、
申
告

書
を
最
後
ま
で
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
申
告
書
に
は
「
譲
渡
所
得
の
内

訳
書
（
計
算
明
細
書
）」
を
必
ず
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
書
は
で
き
る
だ
け
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
確
定
申
告
の
書
き
方
説
明
会
開
催

２
月
16
日
か
ら
始
ま
る
確
定
申
告
の
受

け
付
け
に
先
立
ち
、
次
の
日
程
で
指
導
･

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

税
務
署
職
員
に
よ
り
、
確
定
申
告
書
の

書
き
方
等
を
親
切
・
丁
寧
に
指
導
・
説
明

し
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
受

け
付
け
も
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
日
時
　
平
成
18
年
２
月
10
日（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
12
時
ま
で

午
後
１
時
〜
３
時
ま
で

●
場
所
　
せ
と
う
ち
交
流
館
多
目
的
ホ
ー

ル
（
弓
削
港
内
）

●
持
参
品
　
所
得
の
わ
か
る
も
の
（
源
泉

徴
収
票
等
）、
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
電
卓
、

生
命
保
険
・
損
害
保
険
の
掛
金
等
の
控
除

証
明
書
、
医
療
費
領
収
書
、
そ
の
他
控
除

に
必
要
な
書
類
、
国
民
年
金
保
険
料
支
払

額
の
分
か
る
も
の

平
成
18
年
度
の
町
民
税
・
国
保
税
の
申

告
を
２
月
16
日（
木
）
〜
３
月
15
日（
水
）

の
間
受
け
付
け
し
ま
す
。
申
告
書
は
、
自

分
で
記
載
・
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
添
付
す
る
資
料
（
生
命

保
険
料
、
損
害
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険

料
等
分
か
る
も
の
）
の
集
計
・
整
理
を
し

て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
申
告
が
必
要
な
人

☆
自
営
業
者
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
な
か
っ
た
人

☆
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
（
個
人
年

金
・
満
期
等
保
険
金
）
の
所
得
が
あ
る

人
☆
農
業
所
得
の
あ
る
人
（
収
入
と
経
費
の

わ
か
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

☆
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
中
途
退
職
者

等
で
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
し
て
い

な
い
人

☆
土
地
や
家
を
売
っ
た
人

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
済
ま
せ
た
方
は
、

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
18
年
度
中
に
年
金
の
請
求
を
さ
れ

る
方
及
び
そ
の
配
偶
者
の
方
は
申
告
を

し
て
い
な
い
と
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
所
得
証
明
が
発
行
で
き
な
い
た
め
収

入
な
し
で
も
申
告
を
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。）

◎
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
受
付
日
程
は
、
町
民
税
と
同
時

に
行
い
ま
す
の
で
、
所
得
が
計
算
で
き
る

資
料
の
集
計
・
整
理
を
し
て
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
申
告
を
済
ま
せ
た

方
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
注
）
申
告
を
し
な
い
と
保
険
税
の
軽

減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
土
日
の
申
告
受
付

今
年
は
、
２
月
25
日（
土
）、
３
月
５
日

（
日
）
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
仕
事

の
都
合
な
ど
で
平
日
に
申
告
で
き
な
い
方

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

にせ税理士にご注意を！
税理士又は税理士法人でない者が、税務署等に提

出する申告書や申請書の作成などの業務を行った場
合は、法律によって罰せられます。
税理士又は税理士法人でない者が、税理士まがい

の行為を行うことを「にせ税理士行為」と呼んでい
ます。
このような者に、税理代理や税務書類の作成など

を依頼したために、不当な報酬を要求されたり、不
測の損害を被った例が少なくありませんので、十分
ご注意ください。

町
民
税
の
申
告



■
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
組
織
を
設
立
す
る

に
至
っ
た
の
で
す
か
？

県
内
の
市
町
村
税
の
滞
納
額
は
年
々
増

加
し
続
け
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

放
置
し
て
し
ま
え
ば
、
納
税
秩
序
の
乱
れ

か
ら
税
務
行
政
へ
の
不
信
感
に
つ
な
が
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
状
況
を
打
破
し
、
税
財

源
を
適
正
に
確
保
す
る
た
め
、
県
内
全
市

町
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
滞
納
整
理
の
専

門
組
織
で
あ
る
「
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理

機
構
」
を
設
立
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

■
「
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
と
は

ど
の
よ
う
な
組
織
で
す
か
？

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
一
部
事
務
組
合

で
あ
り
、
県
内
全
市
町
加
入
の
特
別
地
方

公
共
団
体
で
す
。
各
市
町
単
独
で
は
処
理

困
難
な
高
額
滞
納
案
件
等
を
引
き
受
け
て
、

差
押
等
の
滞
納
処
分
を
前
提
と
し
た
滞
納

整
理
の
促
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

職
員
は
、
市
町
と
県
か
ら
の
派
遣
職
員

等
で
構
成
さ
れ
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
滞

納
整
理
を
行
う
た
め
、
国
税
Ｏ
Ｂ
、
弁
護

士
等
を
顧
問
と
し
て
配
置
し
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
す
。
機
構
の
事
務
所
は
、
松

山
市
内
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
、
茨

木
、
三
重
の
両
県
に
お
い
て
、
同
様
の
組

織
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
「
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
で
す
か
？

市
町
か
ら
の
再
三
の
勧
告
に
応
じ
な
い

も
の
、
滞
納
額
が
高
額
な
も
の
な
ど
滞
納

事
案
を
引
き
受
け
、
迅
速
に
滞
納
整
理
を

行
い
ま
す
。
機
構
で
は
、
広
範
囲
な
財
産

調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
換
価
し
や
す

い
財
産
を
発
見
し
、
速
や
か
に
滞
納
処
分

に
移
り
ま
す
。
ま
た
、
差
押
財
産
の
公
売

も
行
い
ま
す
。

■
「
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
へ
滞

納
事
案
を
引
き
継
ぐ
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
？

市
町
で
は
、
機
構
へ
滞
納
事
案
を
引
き

継
ぐ
前
の
平
成
18
年
２
月
に
、
引
き
継
ぎ

予
定
の
滞
納
者
に
対
し
て
勧
告
文
書
を
送

付
し
ま
す
。
指
定
し
た
期
日
ま
で
に
納
付

意
思
が
見
ら
れ
な
け
れ
ば
、
４
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
市
町
か
ら
機
構
へ
滞
納
事
案

を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
後
は
機
構
で
本
格
的

な
滞
納
整
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

■
愛
媛
県
税
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
機

構
概
要
等
を
示
し
た
資
料
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

h
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戦没者等の妻の皆様へ
このお知らせは、第十七回特別給付金国庫債券を受給された戦没者等の妻の方に送付しております。

◎戦没者等の妻に対する特別給付金が継続支給されます。

◎対象となる方は次の要件を満たす方です。
平成15年４月１日現在、恩給法による公務扶助料等又は戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金

（公務死・勤務関連死を事由とするもの）等を受給している戦没者等の妻であること。

このお知らせは、第十九回特別給付金国庫債券を受給された戦没者の父母等の方に送付しております。
◎戦没者等の父母等に対する特別給付金が継続支給されます。

◎対象となる方は次の要件を満たす方です。
①平成15年４月１日現在、恩給法による公務扶助料等又は戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金（公務
死・勤務関連死を事由とするもの）等を受給している又は受給資格のある戦没者の父母・祖父母であること。
②平成10年４月１日から平成15年３月31日までの間に父母等と氏を同じくする子又は孫（自然血族）
を有するに至らなかったこと。

※死亡等により対象者がいらっしゃらないご遺族にも送付されることがありますのでご了承ください。
※請求期限である平成18年３月31日を過ぎると請求することができなくなりますのでご注意願います。

《問い合せ・請求窓口　　上島町各総合支所　住民課及び住民福祉課》

戦没者の父母・祖父母の皆様へ

第十七回特別給付金国庫債券「い」号
額面180万円　10年償還の国債

第二十二回特別給付金国庫債券「い」号
額面200万円　10年償還の国債

第十九回特別給付金国庫債券「い」号
額面100万円　５年償還の国債

第二十一回特別給付金国庫債券「い」号
額面100万円　５年償還の国債




